
「（仮称）白馬ウインドファ ーム更新事業」環境影響評価方法書に1系る
環境の保全の見地からの和歌山県知事意見

本事業は、 稼働中の「白馬ウインドファ ーム」（平成22年3月運転開始、 以下「既存事業」
という。）の更新事業である。

更新事業は、既存の風力発電設備及び附帯設備（以下「風力発電設備等」という。）並びに基礎
を撤去した上で、風車の大型化に合わせて新規に基礎を造成し、 より大型の風力発電設備等を設
置し、発電事業を実施するものである。

従って、 環境への影響については、 既存の風力発電設備等及び基礎の撤去工事による影響、 大
型化した風力発電設備等及び基礎の設置（造成）工事並びにその稼働時の影響について者える晰
要がある。

1 更新事業であることを踏まえた基本的・全般的事項
(1)既存事業を実施する上で得られた知見の検証・活用

本方法書は、 既存事業における設置前の自主的な環境アセスメントのデータ及び設備稼働
後の環境測定データや周辺地域からの苦清等の情報を十分に反映した内容とはなっていない
ため、 改めて既存事業を実施する上で得られた知見を十分に検証するとともに、 それを活用
することで、 より不確実性を排除した予測及び評価を実施すること。

また、 更新事業により、 既存事業と比べ風力発電設備の基数は減るものの、 風力発電設備
の大型化に伴う環境影響の変化について十分に検討し、 調査、 予測及び評価を行うこと。

(2)既存事業開始前の環境をも想起・考慮した環境影響評価
環境影響評価は、 制度に規定された手続や既存の手法を機械的に履行し、一定の基準等を

満たせばよいというものではない。 特に、 更新事業の環境影響評価は、 更新事業であること
を十分者慮し、 新規事業の環境影響評価の「引き写し」的なものでないこと。 既存事業の開
始前の環境を想起し、 時間的経過の環境の影響評価を創造的に発展させる努力を行い、環境
への影響をできる限り回避・低減する「ベスト追求型」の姿勢に立って、 調査、 予測及び評
価を実施すること。

(3)既設の風力発電施設の撤去工事の実施に伴う環境影響
工事計画の検討に当たっては、 既設の風力発電施設の撤去工事の実施に伴う環境影響につ

いて、 適切に調査、 予測及び評価を行うこと。 なお、 既設風力発電機の撤去工事を風力発電
機の新設工事と並行して実施する可能性があることから、 準備書においては、 撤去に1系るエ
事計画を可能な限り明確にすること。

2 その他の基本的・全般的事項
(1)具体的な事業計画に基づく環境影響評価の実施等

風力発電設備等の諸元や配置位置等の具体的な事業計画を明らかにした上で、 環境影響評
価項目の選定並びに当該項目に関する調査、予測及び評価の手法を見直すこと。 その上で重
大な環境影響を回避又は十分に低減できる根拠を明らかにすること。

(2)累積的な影響
本事業が予定されている白馬山脈及びその近隣では、 建設中の風力発電事業を含め複数の

風力発電事業が存在する。 それらとの累積的な環境影響について、 適切な調査、 予測及び評
価を行い、 その結果を踏まえ、 風力発電設備等の配置等を検討すること。
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